
参考様式１

　　　農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）事業実施計画

＜連絡先＞
ＦＡＸ番号 メールアドレス担当課 電話番号

農林水産部　農政畜産課 0995-45-5111　（内線2342） 0995-64-0944 nouchiku@city-kirishima.jp

計　画　主　体　名 計　画　期　間

かごしまけん　きりしまし

鹿児島県　霧島市 平成28年度～平成32年度

mailto:nouchiku@city-kirishima.jp#


Ⅰ　事業活用活性化計画目標

Ⅱ　評価指標

第１評価指標の設定根拠

現状値 目標値

平成25年 平成26年 平成27年 計 平成31年 平成32年 平成33年 計

60,000 83,000 135,000 278,000 185,000 200,000 286,000 671,000

第２評価指標の設定根拠

現状値 目標値

平成25年 平成26年 平成27年 計 平成31年 平成32年 平成33年 計

4 2 7 13 7 8 8 23

671,000（人）　－　278,000（人）　＝　393,000（人）

計画期間3ヵ年　（人）

393,000　(人）

第２評価指標（任意）

整備した施設における常時雇用者数

具体的数値目標の算出方法

交流人口の増加

 目標値　- 現状値

23(人）　-　13（人）　＝　10（人）

計画前3ヵ年　（人）

雇用数の増加 10(人）

 目標値　- 現状値

春山地区の入込客数

計画期間3ヵ年　（人）

具体的数値目標の算出方法

事業活用活性化計画目標の設定根拠
地域農産物を活用した産直レストラン・産直販売所を備えた農業交流施設、体験・交流の機能や必要最小限の宿
泊機能・研修機能を備えた農林業体験施設、地域で生産されたワインぶどうを活用するワイン製造見学工場施
設、低コスト耐候性ハウス（省エネルギーモデル温室苺栽培ハウス）施設を整備し、グリーンツーリズム・国内外の
観光客を積極的に呼び込むことで、交流人口の増加を図る。その事により、来園した観光客等が地域農産物の購
入や産直レストラン等を利用する事で、地域農産物の販売が促進され地域産物の販売額の増加が図られる。

計画前3ヵ年　（人）

具体的数値目標

第１評価指標（必須）
具体的数値目標

事業活用活性化計画目標

農林水産物等の販売・加工促進



第３評価指標（必須）

第３評価指標の設定根拠

現状値 目標値

平成25年 平成26年 平成27年 計 平成31年 平成32年 平成33年 計

66,509 78,814 70,932 216,255 123,219 132,887 142,983 399,089

春山地区で生産された農産物の販売額 計画前3ヵ年　（千円） 計画期間3ヵ年　（千円）

 目標値　- 現状値

399,089(千円）　-　216,255（千円）　＝　182,834（千円）
地域産物の販売額の増加 182,834(千円）

　　　　　　　　　　　　　具体的数値目標の算出方法
具体的数値目標



（交付対象事業別概要）

Ⅱ　活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標と交付対象事業の関連性

450,727 225,363 225,363

【記入要領】
・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。
・創意工夫発揮事業である場合は、事業内容の欄に一体として行う事業メニュー名及び一体的に行う必要性について併せて記載すること。
・事業メニューには、別紙６の別表１の事業メニュー名を記入すること。
・地区名には、事業の実施地区名を記入すること。
・事業内容は、整備しようとする具体的な施設の内容を記載すること。
・事業規模は、施設毎の棟数と床面積、林道や森林管理道等の場合は地区名と延長など、それぞれの事業内容に応じた事業規模を記載すること。
・活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標との関連性は、これら目標を達成する上で、各々の事業の実施が必要な理由を記載すること。
【添付資料】
　（別添）融資主体型支援助成対象者調書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計

104,020 52,010 50% 52,010

低コスト耐候性ハウス（省エネルギーモデル温室苺栽培ハウス）施設の整備によ
り、生産した苺を農業交流施設（産直レストラン・産直販売所）で活用することで農産
物等の販売額増加を図ると共に省エネルギーを活用した環境農業体験を実施し交
流人口の増加を図る。

高生産性農業機
械施設

春山地区

低コスト耐候性ハ
ウス（省エネル
ギーモデル温室苺
栽培ハウス）

低コスト耐候性ハ
ウス
2,000㎡

平成30年度
農事組合法人
霧島さくら農園

農事組合法人
霧島さくら農園

42,384 21,192 50% 21,192

地域で生産されたワインぶどうを活用するワイン製造見学工場施設の整備に
より、生産したしたワインを農業交流施設（産直レストラン・産直販売所）
で活用し、ワイン製造見学者や観光客を取り込み、交流人口の増加、農産物
等の販売額増加を図る。

93,443 46,721 50% 46,721

栽培・収穫等の農業体験者が利用できる、体験・交流の機能や必要最小限の宿泊
機能、研修機能を備えた農林業体験施設を整備することで,都市との交流を通じた
交流人口の増加を図る。

地域資源活用交
流施設

春山地区

ワイン製造施設
（ワイン製造見学
工場、ワイン販売
所）

鉄骨造1階建て
150㎡

平成30年度

農林業・農山漁村
体験施設

春山地区
農林業体験施設
（宿泊施設、浴場
施設）

鉄骨造1階建て
348㎡

平成29年度
農事組合法人
霧島さくら農園

農事組合法人
霧島さくら農園

210,880 105,440 50% 105,440

地域農産物、地域特産物を活用した産直レストラン・産直販売所を備えた農
業交流施設を整備し、観光地としての立地条件を活かし観光客の誘致を積極
的に取り組み、交流人口の増加、農産物等の販売額増加を図る。

全体事業費
（千円）

交付金要望額
（千円）

交付額
算定交付率

交付限度額
（千円）

活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標との関連性

地域資源活用交
流施設

春山地区
農業交流施設
（産直レストラン、
産直販売所）

鉄骨造1階建て
998㎡

平成28年度

事業実施主体
事業メニュー

名
地区名 事業内容 事業規模等 実施期間



Ⅲ　他の施策との連携に関する事項
（交付対象事業別概要）

事業メニュー名

【記入要領】

②連携する施策名には、別紙５第10条に掲げる施策を記載すること。

③事業メニューには、別紙６の別表１の事業メニュー名を記載すること。

④地区名には、事業の実施地区名を記入すること。

⑤必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

①交付対象となる事業のうち、別紙５第11条に掲げる施策と連携して実施する事業にあっては、連携施策名、連携施策の内容及び交付対象事業との関連性について記載すること。

連携する施策名 地区名 連携する施策と交付対象事業の関連性等

該 当 な し



Ⅳ　農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）年度別事業実施計画

離島振興
計画

輸出促進
条件整備

耕作放棄
地の解消

対策

地域再生
計画

総合化事
業計画

定住自立
圏共生ﾋﾞ

ｼﾞｮﾝ

国土強靱
化施策

福祉、教育、観光
等と連携した地
域活性化に向け

た取組

女性の能力
の積極的な活
用に向けた取

組

事業別内容 内　訳 H28 鹿児島県 460001 霧島市 462187 1 1 霧島市 霧島市春山地区 1 33
地域資源活用交

流促進施設
5 農業交流施設　1棟

鉄骨2階建　998㎡ H28 ～ H28

H29 鹿児島県 460001 霧島市 462187 1 2 霧島市 霧島市春山地区 1 35
農林漁業・農山漁

村体験施設
5 農林業体験施設　1棟

鉄骨1階建　348㎡ H29 ～ H29

H30 鹿児島県 460001 霧島市 462187 1 3 霧島市 霧島市春山地区 1 33
地域資源活用交

流促進施設
5 ワイン製造施設　1棟

鉄骨1階建　150 ㎡ H30 ～ H30

H30 鹿児島県 460001 霧島市 462187 1 4 霧島市 霧島市春山地区 1 16
高生産性農業用

機械施設
（活動火山対策）

5
低コスト耐候性ハウス

（省エネルギーモデル温室苺
栽培ハウス）2,000㎡

H30 ～ H30

5 ～

6 ～

7 ～

8 ～

9 ～

10 ～

11 ～

12 ～

13 ～

14 ～

合計（Ｆ） 999 H32 H28 ～ H30

事業活用活性化計画目標等 1001

1002

1003

1004

1005

1006

①事業費計（＝（Ｆ）） 2001

②市町村等附帯事務費 2007

③都道府県附帯事務費 2008

総合計（①＋②＋③） 1 2009

共同で計画作成を行う場合の内訳

○○町 事業費（ハード）

市町村等附帯事務費

××県 事業費（ハード）

都道府県附帯事務費

市町村等附帯事務費

山村
振興

過疎
地域

特定
農山
村

半島
振興

離島
振興

豪雪
地帯

急傾
斜地

沖縄
奄美
群島

計画
番号

事　業
メニュー
番　号

事業メニュー名
要件
類別
番号

事業内容
及び

事業量
実施期間

連携施策
は「１」を記

載

連携施策は｢
１｣を記載

連携施策
は「１」を記

載

連携施策
は「１」を記

載

連携施策
は「１」を記

載

全　　体　　計　　画

整理
コード

市町村名 地区名

地域指定状況

計画期間
最終年度

連携施策
は「１」を記

載

連携施策
は「１」を記

載

連携施策
は「１」を記

載

該当する連携
施策の番号｢
１～６｣を全て

記載

計画
の

提出
年度

新規
・

変更
の

区別

新規
「１」
変更
「２」

都道府県 計画主体

名称
コード

（地方公共
団体コード
番号（総務

省））

名称
コード

（地方公共
団体コード
番号（総務

省））



円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 ％ 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

農事組合法人
霧島さくら農園 210,880,000 105,440,000  1/2 105,440,000 0 0 農業交流施設　1棟

鉄骨2階建　998㎡ 210,880,000 105,440,000 0 0 0 100 105,440,000 16,870,000 210,880,000 105,440,000 0 0 0 0 0 0 融資該当有

農事組合法人
霧島さくら農園 93,443,000 46,721,000  1/2 46,721,000 0 0 農林業体験施設　1棟

鉄骨1階建　348㎡ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 93,443,000 46,721,000 93,443,000 46,721,000 0 0 融資該当有

農事組合法人
霧島さくら農園 42,384,000 21,192,000  1/2 21,192,000 0 0 ワイン製造施設　1棟

鉄骨1階建　150㎡ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42,384,000 21,192,000 0 0 42,384,000 21,192,000 融資該当有

農事組合法人
霧島さくら農園 104,020,000 52,010,000  1/2 52,010,000 0 0

低コスト耐候性ハウス
（省エネルギーモデル温室苺

栽培ハウス）2,000㎡
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 104,020,000 52,010,000 0 0 104,020,000 52,010,000 融資該当有

　

450,727,000 225,363,000 225,363,000 0 0 210,880,000 105,440,000 0 0 0 100 105,440,000 16,870,000 210,880,000 105,440,000 239,847,000 119,923,000 93,443,000 46,721,000 146,404,000 73,202,000

450,727,000 225,363,000 225,363,000 0 0 210,880,000 105,440,000 0 0 0 105,440,000 16,870,000 210,880,000 105,440,000 239,847,000 119,923,000 93,443,000 46,721,000 146,404,000 73,202,000

450,727,000 225,363,000 225,363,000 0 0 210,880,000 105,440,000 0 0 0 105,440,000 16,870,000 210,880,000 105,440,000 239,847,000 119,923,000 93,443,000 46,721,000 146,404,000 73,202,000

事　業　費 交付金額

仕入れに係る
消費税相当

額

交付限度額

(Ｃ)＝(Ａ)×(Ｂ)
(千円未満切捨）

事　業　費

交付金額

(Ｄ)

交付金額 事　業　費

事　業　費 交付金額

翌年度以降の累計 平成29年度 平成○年度

事　業　費 交付金額

都道府県費 市町村費 そ　の　他

年度末
進捗率

(Ｅ)

単　年　度
交付限度額

(Ｃ)×(Ｅ)－(Ｄ)
(千円未満切捨） 事　業　費 交付金額 事　業　費

全　　体　　計　　画 前　年　度　ま　で 本　年　度

事業内容
及び

事業量
事業費

交付金額

(千円未満切捨）

本年度までの累計 翌年度以降（予定）

備　　　考
事業実施主

体

全体事業費

（Ａ）

交付金額

(千円未満切捨）

交付額
算　定
交付率

（Ｂ）

平成30年度 平成○年度

交付金額


